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11 ≦≦x において 0)( ≧xg となる条件を考える。 

 

3a のとき 2)(  xxg  3)(1 ≦≦ xg であるから、 0)( ≧xg が成立。 
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3a のとき上に凸であり、必ず 0)( xg が成立する。 

 

以上により、 11 ≦≦x において 0)( ≧xg となる条件は 
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奇数次の項は除いてよいから 2
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